
第
百
五
条
の

二

法
第
五
十
九

条
第
一
項
又

は
第
二
項

令
第
五
十
八
条
第

一
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
法
第
五
十
九

条
第
一
項
又
は
第

二
項

第
百
五
条
の

二

「
法
第
五
十

九
条
第
一
項

又
は
第
二

項
」

「
令
第
五
十
八
条

第
一
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
法
第
五
十

九
条
第
一
項
又
は

第
二
項
」

「
退
職
又
は

死
亡
後
」

「
資
格
を
喪
失
し

た
後
」

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

第
百
八
条

法
第
六
十
三

条
又
は
第
六

十
四
条

令
第
五
十
八
条
第

一
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
法
第
六
十
三

条
又
は
第
六
十
四

条

第
百
八
条

法
第
六
十
三

条

令
第
五
十
八
条
第

一
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
法
第
六
十
三

条

法
第
六
十
四

条

令
第
五
十
八
条
第

一
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
法
第
六
十
四

条

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

（
前
納
さ
れ
た
任
意
継
続
掛
金
の
還
付
の
請
求
手

続
）

（
前
納
さ
れ
た
任
意
継
続
掛
金
の
還
付
の
請
求
手

続
）

第
百
三
十
条
の
六

﹇
略
﹈

第
百
三
十
条
の
六

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

組
合
員
証
の
組
合
員
等
記
号
・
番
号
又
は
個

人
番
号

三

組
合
員
証
の
記
号
及
び
番
号
又
は
個
人
番
号

﹇
四
〜
七

略
﹈

﹇
四
〜
七

同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）

第
百
三
十
二
条

法
、
令
及
び
こ
の
省
令
の
規
定
に

基
づ
き
組
合
員
及
び
給
与
支
給
機
関
が
書
面
等

（
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
三
条
第
五
号
に
規
定

す
る
書
面
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
よ
り
組
合

に
申
請
等
（
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
三
条
第
八

号
に
規
定
す
る
申
請
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を

行
う
場
合
に
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
三
十
二
条

法
、
令
及
び
こ
の
省
令
の
規
定
に

基
づ
き
組
合
員
及
び
給
与
支
給
機
関
が
書
面
等

（
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
三
条
第
五
号
に
規
定

す
る
書
面
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
よ
り
組
合

に
申
請
等
（
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
三
条
第
八

号
に
規
定
す
る
申
請
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を

行
う
場
合
に
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
（
組
合
、

組
合
員
及
び
給
与
支
給
機
関
の
使
用
に
係
る
電
子

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

附

則

附

則

23

法
附
則
第
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
法
附
則
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出

金
の
納
付
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号

中
「
介
護
保
険
法
」
と
あ
る
の
は
、「
国
民
健
康
保

険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
附

則
第
十
条
に
規
定
す
る
拠
出
金
、
介
護
保
険
法
」

と
す
る
。

23

法
附
則
第
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
法（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）

附
則
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
の
納
付

が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
条
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
介
護

保
険
法
」
と
あ
る
の
は
、「
国
民
健
康
保
険
法
（
昭

和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
附
則
第
十
条

に
規
定
す
る
拠
出
金
、
介
護
保
険
法
」
と
す
る
。

計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報

処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
使
用
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

別
紙
様
式
第
37号

別
紙
様
式
第
37号

（
表
）

（
表
）

［
略
］

［
同
左
］

（
裏
）

（
裏
）

［
略
］

［
同
左
］

３
財
務
大
臣
は
、
第
百
十
二
条
の
二
第
五
項
及

び
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
関
し
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
と
認
め
ら

れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
若
し
く

は
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る

に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
に
対
し
、
必

要
な
事
項
に
関
し
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職

員
を
し
て
当
該
者
の
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所

に
立
ち
入
つ
て
質
問
し
、
若
し
く
は
帳
簿
書
類

そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

［
項
を
加
え
る
。］

４
当
該
職
員
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
質
問

又
は
検
査
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
身
分
を
示

す
証
票
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
こ
れ
を
提
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
当
該
職
員
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
質
問

又
は
検
査
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
身
分
を
示

す
証
票
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
こ
れ
を
提
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
５
項
略
）

（
第
４
項
略
）

［
略
］

［
同
左
］

備
考
［
略
］

備
考
［
同
左
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 
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